


　慢性腎臓病（CKD）ということばをご存じでしょうか？

　慢性腎臓病（CKD）とは、さまざまな原因による腎臓の病気で、

主に腎機能（腎臓の働き）の低下が続く状態のことをいいます。

日本では現在、約1,330万人（成人の約8人に1人）の患者さん

がいると推定され、新たな国民病として注目されています。

　これは近年、糖尿病・高血圧・肥満などの生活習慣病から

腎臓が悪化する人の割合が増えていることによります。

　また、生活習慣病は狭心症や心不全、脳梗塞などの心血管

疾患を引き起こす危険性を高めることから、慢性腎臓病（CKD）

と心血管疾患は密接な関係にあります。

　慢性腎臓病（CKD）は初期症状がほとんどないまま徐々に

悪化していきますが、一般的な健康診断で見つけることが

できます。病気がある程度進行してしまうと腎臓の機能は

元に戻りませんが、早期発見・早期治療によって、機能を

回復させることができます。

　慢性腎臓病（CKD）をよく知って、病気になるリスクを

減らし、健康寿命を伸ばしましょう。

・尿量を調節して体内の水分量を一定に保ちます。
・尿中の電解質（ナトリウム・カリウム等）の量を
　調整して濃度を一定に保ち、身体のむくみを
　防いだり、神経の伝達や筋肉の動きをスムーズ
　にします。
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　慢性腎臓病は、腎機能の低下が続く状態のことをいい、
英語の 「Chronic Kidney Disease」の頭文字を取ってCKD
ともいわれます。
　慢性腎臓病（CKD）は、初期の段階では症状がほとんど
ありません。
　貧血、疲労感、むくみなどの症状が現れたときには、すでに
病気が進行している場合があります。長い年月をかけて腎機能
が低下していき、ある程度進行すると、自然に治ることはあり
ません。そしてさらに進むと、最終的に透析療法や
腎移植を受けなければならないほど腎機能が
低下する末期腎不全の状態に至ります。

　慢性腎臓病（CKD）の原因として最も多いのは糖尿病と高血圧です。
　糖尿病の患者さんは、予備軍を合わせると約2,000万人と推定されてい
ます。近年、透析療法あるいは腎移植が必要となる方の原因の第1位は
糖尿病であり、その割合は全体の約45％にもなります。
　また、高血圧の治療を受けている患者さんは約1,000万人といわれてい
ます。高血圧が長期間続くと、血管が硬くなり動脈硬化を起こし、さらに
進行すると、血液の流れが悪くなって腎臓の機能が低下する腎硬化症になり
ます。腎硬化症は、生活習慣病や高齢化により年々増加傾向にあり、現在
では透析導入の原因となる病気の第3位となっています。
　糖尿病の治療や血圧のコントロールをきちんと行うことにより、慢性
腎臓病（CKD）の進行を遅らせることができます。
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　健康診断で異常が見つかったら、自覚症状がなくても早めに受診
し、治療を始めましょう。早期に治療を始めることにより、腎臓の機能
を回復させ、慢性腎臓病（CKD）の進行を遅らせることができます。
　また、自覚症状がないからといって治療を中断していると、知ら
ないうちに慢性腎臓病（CKD）が進行していることがあります。
できるだけ早めに治療を再開しましょう。

　高血圧は慢性腎臓病（CKD）の原因の一つです。血圧が高めの
方は毎日、できれば朝晩2回の家庭血圧を測り、記録しましょう。
　最近では、血圧管理の無料アプリも利用できます。血圧は
130/80mmHg未満（たんぱく尿のある方は、125/75mmHg未満）
が目標です。
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　慢性腎臓病（CKD）は、腎臓の機能によって5段階のステージ（病期）に
分けられます。血液検査のクレアチニン値と性別、年齢から推算するeGFR
（推算糸球体ろ過量）で腎機能が確認できます。
　なお、eGFRは筋肉量の影響を受けます。スポーツなどで筋肉の豊富な方、
痩せて筋肉の少ない方などでは正確に評価できない場合がありますので、
主治医にご相談ください。
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　慢性腎臓病（CKD）の予防には、適度な運動が大切です。
また運動は、糖尿病、高血圧、肥満などの生活習慣病の予防にも効果が
あります。持病などで運動が禁止されていない限りは、積極的に運動する
ようにしましょう。
　通院中の方は、身体の状態、持病の有無などにより一人一人異なります
ので、かかりつけ医に相談してから行ってください。
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　慢性腎臓病（CKD）を予防するには、できるだけ減塩を心掛け
ましょう。それぞれの食材の塩分量を確認して、1日の塩分の
合計を6g以下にすることが推奨されています。
　練り製品（ちくわ、さつま揚げなど）や加工品（ハム、ソーセージ
など）には食塩が多く含まれているため、食べる量や頻度を
減らすなどの工夫も大切です。
　また、味噌汁などの汁物は、薄めて飲んでも量が多いと減塩
にはなりませんので注意が必要です。
　塩分は1日で考えずに2、3日単位で考えます。外食などで
どうしても塩分が多くなってしまう場合は、前日と翌日の塩分
を減らすなど、賢く塩分をコントロールしましょう。
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　慢性腎臓病（CKD）が進行し、高血圧が進むと動脈硬化に
なりやすく、心筋梗塞や脳卒中などを発症するリスクが増えます。
　治療としては、禁煙や肥満の改善、睡眠時無呼吸症候群の
治療など生活習慣の改善、食事療法、薬物治療を行います。



　慢性腎臓病（CKD）が進行し、高血圧が進むと動脈硬化に
なりやすく、心筋梗塞や脳卒中などを発症するリスクが増えます。
　治療としては、禁煙や肥満の改善、睡眠時無呼吸症候群の
治療など生活習慣の改善、食事療法、薬物治療を行います。



　慢性腎臓病（CKD）が進行し末期腎不全になると、
透析療法や腎移植が必要となります。
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